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栃木農試研報No24（1978）

トマトの接ぎ木に関する研究

第2報　接ぎ木トマトに対する弱毒ウイルスの効果について

高野邦治・矢板孝晴

　　　　　1　緒　　　言

　トマト栽培において，タバコ・モザイク・ウ

イルス（TMV）の被害はきわめ、て大きく，現

在抵抗性品種の育成が進められているが，現地

農家では，今なお多くの問題が残されている．

　抵抗性品種に完全に変わり得ない現状におい

て，TMVを防止するには，種子及び土壌消毒

やほ場での感染防止などの耕種的防除だけでは

完全でなく，弱毒ウイルス処理による防除の関

心が高まるにいたった．

　弱毒ウイルスによるTMV防除に関しては，

海外では1968年ごろからRastによって研究

が進められ，　現在ヨーロッパ，2・9）ソ連，m

ニュージーランド10）など多くの国々で実用的効

果が認められている．

一方我が国では1962年から大島ら，81後藤ら31

によって研究が進められ，その後青木ら11によ

り実用的効果が確認され，現在では千葉，静岡

を始め，本県でも実用化されるに至っている．

　以

ヒのように，り病性品種に対する弱毒ウィ

ルスのTMV防除効果は明らかである．

　ところが，最近多発の傾向にある土壌病『、llを

回避するために，T　M　V抵抗性品種も含めた接

ぎ木栽培が行われているが，この様な接ぎ木ト

マトに対する弱毒ウイルス処理の影響について

は，村松5）の報告があるにすぎない．

　そこで接ぎ木トマトに対する弱毒ウイルスの

影響を，T　M　V抵抗性因子型の異なる接ぎ木組

合せとの関連で，1976年と1977年に検討したの

で報告する．

　　　　n　材料及び方法

　試験1（1976年）

　T　M　V抵抗性因子型の異なる接ぎ木組合せを

作るため，台木にTm因子を保有するKNVF

及びTmとTm2a因ゴを保有するKNVF−

Tmを用いた．穂木はり病性の豊錦，Tm2a

因子を保有する大型瑞光及びS−79を用いた．

各品種の因子型は第1表の（　）内に示した．

　次にウイルスの処理は，弱毒ウイルス＋TM

V接種区（LllA＋TMVと略記する），TMV

接種区及び無接種区の3区を設けた．　（第1表）

　は種は，台木が1976年3月8日で，穂木が3

月15日に行った．接ぎ木は4月17〜19日で，台

木が5葉期，穂木が2．5葉期の時行った．5月

18日に，寒冷しゃを張ったガラス室に定植した．

その他の管理は慣行に準じて行った．

　ウイルスの接種について，弱毒ウイルスは千

葉農試から分壌を受けたL・1Aを用いて，接ぎ

木の半月前の3月31日に接種した．接種法は，

LllA源体を摩砕して100倍にうすめた液を，

台木と穂木の両方に噴霧接種した．

　TMVは，当場に発生しているTMVのトマ

ト系を用いて，定植後の5月27日に接種した．

接種法は，り病葉の摩砕汁にカーボランダムを

加えて，台木と穂木の小葉3枚になすりつけ接

種した．

　試験規模は1区10株の1区制とし，調査は，

異常株の発生を個体ごとに調査するとともに，

生育及び収量についても調査した．

　試験2（1977〉

　1976年の試験において，抵抗性の異なる接ぎ

木組合せにL1、A及ぴTMVを接種した場合，
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